
学校における働き方改革は、

３⃣ どのように、推進するのか？

２⃣ なぜ、推進するのか？

１⃣ どこを目指すのか？

本日の流れ ☞ 目指す子供たちの姿（子供像）を実現するために
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２⃣ なぜ、推進するのか？

（出典）文部科学省 第4期教育基本計画リーフレット より抜粋
https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/index.htm
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● コロナ禍前（６年前 平成30年）と比べて
現在、どのような変化を感じていますか？

少子化、人口減少、高齢化

２⃣ なぜ、推進するのか？
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平成30年度版（H26～H29） 令和６年度版（R1～R5）

「厚生労働白書」（厚生労働省）より抜粋

【引用】https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/18-3/dl/02.pdf

人口の減少数は
1日当たり 2,325人

【引用】https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/23-3/dl/02.pdf

人口の減少数は
1日当たり 1,080人 2.15

倍

２⃣ なぜ、推進するのか？
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○ 2030年、2040年・・・
どんな社会を創りたいですか？

少子化、人口減少、高齢化

２⃣ なぜ、推進するのか？
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約7,500万人

約5,540万人

（出所）国立社会保障・人口問題研究所「『日本の将来推計人口』（令和5年推計）[出生中位(死亡中位)]推計値」を基に沖縄県教育庁働き方改革推進課が作成。
https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2023RE.asp?fname=T02-07.htm

約7,076万人

約6,213万人 生産年齢人口
約26%減少

生産年齢人口
約６%減少

生産年齢人口
約17%減少

２⃣ なぜ、推進するのか？
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【引用】文部科学省「義務教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ 参考資料」
https://www.mext.go.jp/content/20241224-mxt_syokyo02-000039423_06.pdf

少子高齢化の
急激な進行

生産年齢人口
は半減

2050年の
日本の人口

約１億人まで
減少する見込み

生産年齢人口
比率は約５割に

２⃣ なぜ、推進するのか？
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これまでの条件（前提）が大きく変わった

★ 条件（前提）が変わると・・・

２⃣ なぜ、推進するのか？
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２０５０年
    問題発見力

（出典）経済産業省：未来人材ビジョン（令和4年５月）より抜粋 https://www.meti.go.jp/press/2022/05/20220531001/20220531001-1.pdf

経済産業省：未来人材ビジョン（令和4年５月資料） ２０１５年
  ▷ 注意深さ

   ミスがないこと

★ 求められる能力等も変わる

２⃣ なぜ、推進するのか？
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【資料】厚労省：過労死等防止啓発パンフレットより抜粋
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001314747.pdf

● 働き方改革を推進するための
 関係法律の整備に関する法律

平成30年７月６日公布

 ・時間外労働の上限規制
☞原則として 

月45時間、 年360時間

★ 働き方の認識が変わる（成長社会から成熟社会へ）

２⃣ なぜ、推進するのか？
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● 民法の一部を改正する法律
（成年年齢関係）

令和４年４月１日施行

 民法の成年年齢 

 ☞ 20歳から18歳に
  引き下げ

https://www.moj.go.jp/cont
ent/001300586.pdf

● こども基本法
 令和５年４月１日施行

こども基本法に基づく

☞ こども施策の策定等への
 こどもの意見の反映等

https://www.cfa.go.jp/polici
es/kodomo-kihon

★ こどもに関する法律が変わる（社会の担い手から創り手へ）

２⃣ なぜ、推進するのか？
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さらに教育現場では・・・

２⃣ なぜ、推進するのか？
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第４期教育振興基本計画 （令和5年６月）

・2040年以降の社会を展望
・マルチステージの人生
・生涯にわたって学び続ける学習者の育成

・持続可能な社会の創り手の育成
・「協調と調和」に基づくウェルビーイングの向上

★ 教育振興基本計画が変わる（持続可能な社会の創り手の育成）

文部科学省

（出典）文部科学省 第4期教育基本計画リーフレット より抜粋
 https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/index.htm

２⃣ なぜ、推進するのか？
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● 教育公務員特例法・教育職員免許法の一部改正

研修履歴を活用した
対話に基づく研修の
受講奨励

【引用】https://www.nits.go.jp/service/plant/

（令和４年７月）

（出典）文部科学省 中央教育審議会 資料より抜粋
https://www.mext.go.jp/content/20220831-mxt_kyoikujinzai01-00002460_3_4.pdf

★ 学びのアップデート方法が変わる（学び続ける教職員）

２⃣ なぜ、推進するのか？
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精神疾患による病気休職の要因について

26.5％
● 業務内容①

児童・生徒に対する指導
そのものに関すること

23.6％● 職場の対人関係
(上司、同僚、部下等）

13.2％
● 業務内容②

校務分掌や調査対応等
事務的な業務に関すること

8.9％〇 個人的な対人関係
（家族、プライベート関係）

8.8％〇 元々の精神疾患の悪化

6.3％〇 職場外の者との対人関係
（地域住民、保護者等）

6.3％〇 身体面の体調悪化
5.1％〇 異動・昇任

0.8％
〇 長時間勤務
（時間外在校等時間の状況、
年次有給休暇の取得状況）

0.5％〇 相談しづらい環境
【引用】文部科学省「令和5年度公立学校教職員の人事行政状況調査結果（概要）」

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/jinji/1411820_00008.htm

文部科学省

２⃣ なぜ、推進するのか？
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【資料】https://www.mext.go.jp/content/20240930-mxt_zaimu-000038209_1.pdf

★ 全ての子供たちへのよりよい教育の実現を目指した、
 

 学びの専門職としての「働きやすさ」と「働きがい」の両立に向けた取り組みへ

労働安全衛生管理体制の整備

文部科学省 教師を取り巻く環境整備推進本部 （令和６年８月２７日設置）

２⃣ なぜ、推進するのか？
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【資料】https://www.mext.go.jp/content/20240829mxt_zaimu000037816_2.pdf

★  『学校における働き方改革の更なる加速化』『教師の処遇改善』
  『学校の指導・運営体制の充実』を一体的・総合的に推進

２⃣ なぜ、推進するのか？

文部科学省 教師を取り巻く環境整備推進本部 （令和６年８月２７日設置）
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★ 沖縄県の教育現場の状況も…

２⃣ なぜ、推進するのか？
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★ 人材確保
✓ 人材発掘・確保・採用
✓ 教職の希望者の育成

◆ 業務の多忙化

R５
月平均割合
(月平均人数)

１.１ %
(74.8人)

市町村立
小学校

３.２ %
(127.7人)

中学校

・ 時間外勤務80時間以上の教職員

★長時間勤務の是正
✓ 思い切った業務改善
✓ メンタルヘルス対策

☞ 人材確保と長時間勤務の改善が必要

◆ 教員未配置状況

９月６月4月校 種
52名35名12名全体

内訳 担任未配置

13名11名０ 名・小学校

８名３名０ 名・中学校

■ 令和６年

★ 沖縄県の教育現場の状況２⃣ なぜ、推進するのか？

41



■ 本県の教員候補者選考試験の受検者数と最終合格者数の推移

受検年齢
制限59歳

☞ 多様な経歴の教職員の人材育成が必要

【出典】沖縄県教育員会 令和６年第15回教育委員会会議報告事項（3）より作成

★ 沖縄県の教育現場の状況２⃣ なぜ、推進するのか？
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☞ 心身の健康の確保が必要（安全・快適な職場環境の形成）

171 174 176
163 171 176 190 188 199

229

268

1.17% 1.19% 1.19% 1.09% 1.13% 1.15% 1.24% 1.21% 1.29%
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精神疾患による
病気休職者数

教育職員数に占める割合

（人）

全国平均の２倍

５年で92人増、1.52倍

★ 沖縄県の教育現場の状況

■ 沖縄県の教育職員の精神疾患による病気休職者数

２⃣ なぜ、推進するのか？
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「教職員の厳しい勤務環境の改善」
５年後、10年後の学校は･･･？

これからも
「 教職員が選ばれ続ける職業 」
「 学校が選ばれ続ける職場 」

であるためには？

★ 沖縄県の教育現場の状況２⃣ なぜ、推進するのか？
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「人こそが最大の資源」
との考え方を共有

学校・家庭・地域社会の相互の連携及び協力のもとに、
時代の変化に対応し得る教育の方法を追究し、
生涯学習社会の実現を図る

２⃣ なぜ、推進するのか？
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● 「〇〇〇〇な学校にしたい！ 」

どんな学校像を共有したいですか？

■ 交流タイム３（隣近所の方と情報交換を！）

☞ どのような、魅力ある学校を目指しますか？

推進する必要性を振り返りながら

（投稿欄「交流タイム３」にコメントを返信してみよう ） 46


